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した。聞き兼ねた私は、とうとう我慢できず
にその人に対して、今起きている、存在して
いる問題をいくら指摘していてもあまり意味
はなく、日中問題を研究する人間としては、
その 20 年先のことを予測しておかないとい
けないと指摘しました。 
では、これからの 20年間の日中関係はどう
なるものなのか、『この日本、愛すればこそ』
のあとがきに次のように書いてあります。 
「互いに魅力を覚えられる、平和的な共存
ができる隣国同士、甘ったるい日中友好とい
った言葉がなくても全く問題のない健全な両
国関係」 
このように私は描いている 20 年先の日中
関係です。ですから今は日中の将来が歩むべ
き大きな方向、主な流れが流れていく先を見
つめながら行動を起こすべきだと思います。
その意味では、今日のシンポジウムもこうし
た大きな方向を示すひとつの試みではないか
と思います。 
 私の発表は以上とさせてください。時間を
少しオーバーしてしまいましたが、ご清聴あ
りがとうございました。 
 
 
